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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　～めざせ 安全で安心な北海道～

NO!

飲酒運転根絶ロゴマークNo.184   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

　  

ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　

公
益
社
団
法
人 

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

�

会
長　

勝
　
木
　
紀
　
昭

コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
落
ち
着
き
、
人
々
の
往
来
が
戻
り
始
め
ま
し

た
。
日
頃
か
ら
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
、
地
域
の
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
の
長
き
に
わ
た
る
地
道
な
努
力
に
よ
り
、
北
海
道
の

「
交
通
事
故
死
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
」
返
上
か
ら
20
年
が
経
ち
、
ま
た
、

死
亡
者
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
早
く
、
交
通
事

故
も
飲
酒
運
転
も
「
ゼ
ロ
」
を
達
成
し
た
い
と
強
く
願
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
定
時
社
員
総
会
を
６
月
に
開
催
し
、
本
年
の
事

業
計
画
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。「
交
通
遺
児
育
英
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
貸
付
型
奨
学
金
に
加
え

て
新
た
に
、
交
通
遺
児
に
な
っ
て
間
も
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の

「
お
見
舞
金
」
と
、
返
還
の
い
ら
な
い
「
給
付
金
」
の
し
く
み
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
は
夢
を
あ
き
ら
め
ず
に

未
来
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
の
思
い
を
込
め
た
制
度

改
正
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
見
直
し
を
通
じ
て
、
も
う
一
人
も
交

通
遺
児
が
増
え
な
い
よ
う
、
交
通
安
全
運
動
の
必
要
性
を
改
め
て

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
委
員
会
は
、
1
7
9
市
町
村
と
76
の
業
界
団
体
、
62
の
企
業

等
の
皆
様
に
会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た

団
体
だ
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
業
界
の
強
み
を
い
か
し
、
力
を
結
集

し
な
が
ら
、
大
き
な
「
交
通
安
全
の
輪
」
が
生
ま
れ
る
よ
う
努
め

て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

４
月
の
道
路
交
通
法
の
改
正
に
伴
う
自
転
車
安
全
ル
ー
ル
の

啓
発
と
し
て
、「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
初
日
に
は
、
元

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
原
田
雅
彦
さ
ん
、
東
海
大
学
ス
キ
ー
部
の

皆
さ
ん
、
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
業
界
の
皆
さ
ん
が
、
み
ん
な
で
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
の
上
、
札
幌
市
内
を
自
転
車
で
走
り
抜
け
ま
し

た
。
７
月
13
日
の
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
に
札
幌
市
内
で
開
催

し
た
決
起
大
会
で
は
、
北
海
道
札
幌
西
高
校
の
演
劇
部
の
皆
さ
ん

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
演
劇
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
も
み
ん
な
で
、「
心
に
響
く
交
通
安
全
」
を
展
開
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」決
起
大
会
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毎月 １５日は 「道民交通安全の日」

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会　

 

令
和
５
年
度
事
業
計
画

第
１　

交
通
安
全
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
益
目
的
事
業
１
）

　

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

　
　
（
２
）�

交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の

派
遣

　
　
（
３
）
飲
酒
運
転
根
絶
研
修

　

２　

調
査
・
研
究
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
推
進
員
の
設
置
等

　
　
（
２
）�

デ
イ
・
ラ
イ
ト
の
点
灯
率
・
夜
光

反
射
材
等
の
調
査

　

３　

広
報
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
総
決
起
大
会
等
の
開
催

　
　
（
２
）
広
報
啓
発
事
業

　
　
（
３
）�

飲
酒
運
転
根
絶
の
日
決
起
大
会
の

開
催

　
　
（
４
）
地
域
連
携
型
飲
酒
運
転
根
絶
事
業

　

４　

表
彰
事
業

　
　
（
１
）
ゼ
ロ
運
動
顕
彰

　
　
（
２
）
指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

　
　
（
３
）
母
の
会
会
員
表
彰

　
　
（
４
）
一
般
表
彰

　
　
（
５
）
業
務
貢
献
表
彰

　

５　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

　
　
（
１
）
交
通
安
全
運
動
等
啓
発
事
業

　
　
（
２
）
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業

　
　
（
３
）
幼
児
の
事
故
防
止
事
業

　

６　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

　
　
　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

第
２　

交
通
遺
児
育
英
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
益
目
的
事
業
２
）

　

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

　
　
（
１
）
奨
学
金
貸
付
事
業

　
　
（
２
）
奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

　

２　

見
舞
金
・
給
付
金
支
給
事
業

　

３　

資
金
造
成
事
業

　

４　

奨
学
金
募
集
等
事
業

　

５　

広
報
啓
発
活
動
事
業

　

６　

称
賛
事
業

第
３　

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
そ
の
他
事
業
）

　

１　

地
区
活
動
の
充
実
・
支
援

　

２　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
４　

管
理
事
業
（
法
人
会
計
）

令
和
５
年
度
定
時
社
員
総
会

令
和
５
年
度
定
時
社
員
総
会
を
６
月
５

日
、
札
幌
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊

い
命
を
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

勝
木
紀
昭
会
長
の
挨
拶
の
後
、
北
海
道

の
濱
坂
真
一
副
知
事
、
北
海
道
議
会
の
稲

村
久
男
副
議
長
、
北
海
道
警
察
本
部
の
奥

村
耕
治
交
通
部
長
か
ら
の
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
北
海
道
教
育
委
員
会
の
北
村
英
則

教
育
部
長
の
ご
紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
北
海
道
建
設
業
協
会
の
渡
部
明

雄
常
務
理
事
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事
で

は
、
報
告
事
項
１
件
、
決
議
事
項
２
件
が

原
案
通
り
決
議
等
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
役
員
の
補
充
選
任
で
は
、
理
事

の
辞
任
に
伴
い
、
新
た
に
理
事
５
名
を
選

任
し
た
ほ
か
、
総
会
後
の
理
事
会
で
副
会

長
１
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員
）

・
副
会
長　

飯
澤　

明
彦

・
理
　
事　

片
岡　

直
之

・
理
　
事　

樋
口　

康
弘

・
理
　
事　

伊
藤　

隆
裕

・
理
　
事　

堀
内　
　

甲

令
和
４
年
度
北
海
道
交
通
安
全

功
労
者
等
表
彰
式

１
月
31
日
、
ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札

幌
で
北
海
道
交
通
安
全
功
労
者
等
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
北
海
道
か
ら
小
玉
俊
宏
北
海

道
副
知
事
、
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
か
ら
勝
木
紀
昭
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

永
年
に
わ
た
り
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全

運
動
の
地
道
な
努
力
と
活
躍
に
対
し
て
感

謝
と
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
北
海
道
知
事
表
彰
と
し
て
、

小
玉
副
知
事
か
ら
北
海
道
社
会
貢
献
賞
10

名
・
１
団
体
、
北
海
道
善
行
賞
79
名
に
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

会
長
表
彰
と
し
て
、
勝
木
会
長
か
ら
交
通

安
全
指
導
員
・
交
通
安
全
奉
仕
員
表
彰
93

名
、
交
通
安
全
母
の
会
会
員
表
彰
69
名
、

交
通
安
全
一
般
表
彰
１
名
・
２
団
体
に
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
北
海
道
議
会
の
阿
知

良
寛
美
環
境
生
活
委
員
長
、
北
海
道
警
察

本
部
の
佐
藤
能
啓
交
通
部
長
か
ら
祝
辞
が

あ
り
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
北
海
道
社
会

貢
献
賞
を
受

賞
し
た
髙
田

桂
子
さ
ん
が

お
礼
の
言
葉

と
今
後
の
抱

負
を
述
べ
閉

会
し
ま
し
た
。

ストップ・ザ・交通事故〜めざせ 安全で安心な北海道〜
・子供と高齢者の安全確保
・スピードダウン
・居眠り運転の防止
・安全意識の向上

・飲酒運転の根絶
・シートベルトの全席着用
・自転車の安全利用

【令和５年・交通安全運動の日】
•入学（園）期の交通安全期間	 4月６日～14日

•春の全国交通安全運動	 5月11日～20日

•夏の交通安全運動	 7月13日～22日

•秋の全国交通安全運動	 9月21日～30日

•冬の交通安全運動	 11月13日～22日

•交通事故死ゼロを目指す日	 ５月20日/9月30日

•無事故の日	 6月25日

•飲酒運転根絶の日	 7月13日

•バイクの日	 8月19日

•道民交通安全の日	 毎月15日

•自転車安全日	 毎月第１・３金曜日

自転車にはヘルメットを！
～令和５年４月から

努力義務となりました～
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令
和
４
年
度 

飲
酒
運
転
根
絶
に

関
す
る
研
修
会

令
和
４
年
度
の
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す

る
研
修
会
を
３
月
14
日
、
札
幌
市
内
で
開

催
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
石
狩
管
内
を
始
め
と
し

て
、
日
高
、
渡
島
及
び
檜
山
管
内
の
市
町

交
通
安
全
担
当
者
が
参
加
（
オ
ン
ラ
イ
ン

含
む
）
し
ま
し
た
。

北
海
道
警
察
本
部
か
ら
「
道
内
に
お
け

る
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
状
況
」
の
説
明

後
、
日
本
損
害
保
険
協
会
北
海
道
支
部
の

長
崎
達
事
務
局
長
か
ら
「
飲
酒
運
転
根
絶

に
向
け
て
～
交
通
事
故
と
そ
の
責
任
～
」

と
題
し
て
の
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
令
和
４
年
度
北
海
道
か
ら
飲

酒
運
転
を
根
絶
！
学
生
P
R
動
画
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
入
賞
作
品
を
上
映
し
、
受
講
者

の
知
識
の
向
上
並
び
に
啓
発
活
動
に
お
け

る
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
10
カ
所
（
地
区
交
通
安

全
推
進
協
議
会
管
内
）
に
お
い
て
も
、
研

修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

伴
う
街
頭
啓
発

５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
、

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
一
環
と

し
て
J
R
札
幌
駅
周
辺
や
、
赤
れ
ん
が
テ

ラ
ス
前
等
で
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
で
は
、
交
通
安
全
対
策
七
者

連
絡
会
議
が
主
体
と
な
り
、
交
通
安
全
の

の
ぼ
り
旗
な
ど
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
広

報
啓
発
C
D
を
流
し
、
通
過
車
両
や
歩
行

者
に
対
し
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

５
月
11
日
に
は
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前

で
、
交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議
と
北

海
道
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
づ

く
り
推
進
会
議
の
主
催
で
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

「
道
民
の
集
い
」
を
開
催
し
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
て
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
副
会

長
の
原
田
雅
彦
さ
ん
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、「
悲
惨
な
交
通
事
故
や
犯
罪
か
ら
自

分
を
守
る
た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
ル
ー

ル
を
守
る
こ
と
」、「
み
ん
な
で
挨
拶
、
見

守
り
、
助
け
合
い
に
よ
っ
て
絆
を
深
め
て

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
大

事
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
を
道
民
に
呼
び
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
原
田
さ
ん
に
は
自
転
車
安
全

利
用
を
呼
び
か
け
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
パ
レ
ー

ド
の
隊
長
と
し
て
、
東
海
大
学
ス
キ
ー
部

の
皆
さ
ん
な
ど
と
一
緒
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と

反
射
材
付
き
の
黄
色
い
手
袋
を
着
用
し
て

走
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ト
カ
ー
、
白
バ
イ
、
青
パ
ト

隊
の
出
動
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
、
引
き

続
き
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

５
月
19
日
、
札
幌
駅
南
口
広
場
で
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
「
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」（
５
月
20
日
）
を

周
知
す
る
た
め
、
飲
酒
運
転
根
絶
、
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
や
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
協
力
い
た
だ
い
た

来
賓
の
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
北
海
道

統
括
本
部
北
海
道
支
社
道
央
支
店
長
兼
北

海
道
支
店
長
の
高
山
克
彦
様
か
ら
交
通
安

全
と
適
正
飲
酒
な
ど
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
、
そ
の
後
、
場
所
を
ア
ピ
ア
「
太
陽
の

広
場
」
に
移
動
し
て
歩
行
者
に
交
通
安
全

の
チ
ラ
シ
や
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
し
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど
を
呼
び
か
け
、
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

―
子
供
た
ち
と
一
緒
に
交
通
安
全
を
学
ぼ
う
ー

交
通
安
全
ぬ
り
え
・
パ
ト
カ
ー
型

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
作
成
！

飲
酒
運
転
根
絶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
「
や

べ
ー
べ
や
」
を
活
用
し
た
子
供
が
楽
し
ん

で
交
通
安
全
を
学
べ
る
交
通
安
全
ぬ
り

え
、
大
切
な
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
き

込
め
る
パ
ト
カ
ー
型
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。
是
非
子
供
た
ち
が
集

ま
る
場
や
家
庭
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

もちましょう 心の余裕と 車間距離

⬅ダウンロードは
こちらから
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夕暮れの ライトは迷わず 早めから 

７
月
13 
日「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」

７
月
13
日
、
札
幌
市
の
共
済
ホ
ー
ル
に

お
い
て
3
0
0
人
の
参
加
の
も
と
、
令
和

５
年
「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
決
起
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
７
月
13
日
は
、
平
成
26
年
に
小
樽

市
で
、
３
人
が
死
亡
、
１
人
が
重
傷
と
い

う
悲
惨
な
飲
酒
運
転
に
よ
る
ひ
き
逃
げ
事

件
が
発
生
し
た
日
で
、
そ
の
日
を
「
北
海

道
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
関
す
る
条
例
」
に

お
い
て
、「
飲
酒
運
転
根
絶
の
日
」
と
制
定

さ
れ
た
も
の
で
す
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
鈴
木
直
道
北
海

道
知
事
、
鈴
木
信
弘
北
海
道
警
察
本
部
長

か
ら
相
次
ぐ
死

亡
事
故
の
原
因

と
な
っ
て
い
る

飲
酒
運
転
の
根

絶
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
の
展

開
を
図
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
挨

拶
が
あ
り
ま
し

た
。
引
き
続
き

来
賓
を
代
表
し

て
、
冨
原
亮
北

海
道
議
会
議
長

か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。そ

の
後
、「
令

和
４
年 

飲
酒
運

転
根
絶
！
高
校

生
メ
ッ
セ
ー
ジ

コ
ン
ク
ー
ル
」

の
入
賞
作
品
の
う
ち
４
作
品
を
紹
介
し
ま

し
た
。

次
に
、
北
海
道
交
通
事
故
被
害
者
の
会

の
髙
石
洋
子
様
か
ら
、「
悲
劇
を
な
く
す

た
め
に
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を
い
た
だ

き
、
20
年
前
に
次
男
（
当
時
16
歳
）
を
飲

酒
ひ
き
逃
げ
事
件
で
亡
く
さ
れ
た
ご
経
験

を
踏
ま
え
、
飲
酒
運
転
や
交
通
事
犯
の
撲

滅
、
被
害
者
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
作

品
紹
介
と
し
て
「
令
和
４
年
度　

北
海
道

か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
！
学
生
P
R
動

画
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
５
作
品
を
上
映

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
北
海
道
札
幌
西
高
等
学
校
演

劇
部
の
皆
さ
ん
に
、
昨
年
、
北
海
道
警
察

と
北
海
道
札
幌
西
高
校
が
協
同
で
制
作
し

ま
し
た
「
飲
酒
運
転
根
絶
啓
発
演
劇
～
心

の
放
課
後
～
」
を
上
演
し
て
い
た
だ
き
、

最
後
に
北
海
道
札
幌
西
高
校
演
劇
部
の

菊
地 

彩
世
さ
ん
に
飲
酒
運
転
根
絶
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
道
民
宣
言
を
い
た
だ
き
、
今
大

会
を
契
機
に
、
道
民
一
丸
と
な
っ
て
「
飲

酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な

い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」
を
合
言
葉
に

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ
と
を
改
め
て
誓

い
合
い
決
起
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
全
道
各
地
に
お
い
て
決
起
大

会
や
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

只
今
、募
集
中
！

飲
酒
運
転
を
「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
、
そ
し
て
見
逃
さ
な
い
」
を
道

民
み
ん
な
で
実
現
す
る
た
め
、
今
年
も
募

集
を
開
始
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度 

北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
！

「
学
生
P
R
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」審
査
結
果

●
最
優
秀
賞
作
品

　

グ
ル
ー
プ
名 

北
翔
大
学
・
チ
ー
ム
「
大
自
然
」

　
　

 

タ
イ
ト
ル
「
防
止
し
よ
う
飲
酒
運
転
」

●
優
秀
賞
作
品

　

大
岩　

遥
登
さ
ん（
公
立
千
歳
科
学
技
術
大
学
）

　
　

 

タ
イ
ト
ル
「
そ
の
時
は
、
突
然
」

●
佳
作

　

道
下　

興
起
さ
ん（
公
立
千
歳
科
学
技
術
大
学
）

　
　

 

タ
イ
ト
ル
「
S
T
O
P
飲
酒
運
転
」

●
飲
酒
運
転
根
絶
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

�

「
や
べ
ー
べ
や
」
特
別
賞
（
２
作
品
）

　

グ
ル
ー
プ
名 

北
翔
大
学
・
チ
ー
ム
「
S
t
i
l
l
」

　
　

 

タ
イ
ト
ル
「
車
は
お
も
ち
ゃ
じ
ゃ
な
い
」

　

�

グ
ル
ー
プ
名 �

北
海
道
教
育
大
学
岩
見
沢
校

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
室

　
　

 

タ
イ
ト
ル
「�

今
日
の
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー

さ
ん
は
？
」

※
こ
の
動
画
は
、
北
海
道
庁
の
ロ

ビ
ー
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど
で

配
信
さ
れ
、
ま
た
、
研
修
会
で
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⬅作品は
こちらから

北翔大学・チーム「大自然」
「防止しよう飲酒運転」

⬅
詳しくは
こちらから

〔
飲
酒
運
転
根
絶
！

	

高
校
生
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
〕

⬅
詳しくは
こちらから

〔
北
海
道
か
ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
！

	

学
生
P
R
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
〕
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自転車に 乗るなら必ず ヘルメット

◆◆◆ 交通事故死ゼロ運動顕彰 ◆◆◆
4月

5000日▶	利尻町
3500日▶	上士幌町
2000日▶	八雲町
1000日▶	奥尻町
	 美深町
  700日▶	洞爺湖町
	 日高町
	 当麻町
	 池田町
  500日▶	倶知安町
	 伊達市
	 興部町
	 芽室町
  300日▶	苫小牧市
  200日▶	小樽市
	 帯広市

3月

7000日▶	京極町
1000日▶	留寿都村
	 浜頓別町
  700日▶	紋別市
  500日▶	砂川市
	 白老町
	 浦河町
	 木古内町
	 江差町
	 乙部町
	 今金町
  200日▶	函館市

2月

1500日▶	名寄市
	 中札内村
1000日▶	奈井江町
	 鷹栖町
  700日▶	岩内町
	 訓子府町
  500日▶	幕別町
	 中標津町

5月

1000日▶	鹿追町
  700日▶	喜茂別町
	 七飯町
	 士別市
	 幌加内町
	 清水町
  500日▶	滝川市
	 深川市
	 南幌町
	 せたな町
	 愛別町
	 遠軽町
  200日▶	釧路市

6月

4500日▶	歌志内市
	 真狩村
4000日▶	沼田町
2500日▶	東神楽町
1500日▶	浦幌町
	 浜中町
1000日▶	和寒町
  700日▶	仁木町
	 占冠村
	 苫前町
	 湧別町
	 広尾町
  500日▶	夕張市
	 新十津川町
	 恵庭市

7月【予定】

3000日▶	初山別村
2000日▶	佐呂間町
1500日▶	芦別市
	 積丹町
1000日▶	赤平市
	 足寄町
  700日▶	小平町
	 枝幸町
  500日▶	豊浦町
  300日▶	小樽市
	 函館市
	 稚内市
	 網走市
	 帯広市

（敬称略）

受領月 寄付者名 種　　類 区　　分 寄付金額
（単位：円）

２月
泊村役場 特定 募金（箱募金） 20,118
植村　泰也 特定 寄付 2,000

３月
匿名 特定 寄付 10,000
小林豊子きもの学院　北海道本部・北海道講師会 特定 寄付 300,000

４月
植村　泰也 特定 寄付 2,000
匿名 特定 寄付 300,000
札幌中央交通安全協会 特定 募金（箱募金） 6,187

５月
匿名 特定 寄付 10,000
一般社団法人空知建設業協会 特定 寄付 300,000

６月

名寄市交通安全運動推進委員会 特定 募金（箱募金） 7,431
八剣山パークゴルフ場 特定 寄付 84,500
植村　泰也 特定 寄付 2,000
北海道新聞苫小牧支社 特定 寄付 10,000
全国共済農業協同組合連合会北海道本部 特定 寄付 700,000

７月 北海道丸和桃太郎親睦会 特定 寄付 78,500

皆様からのご支援、ありがとうございました。

一般社団法人空知建設業協会 八剣山パークゴルフ場小林豊子きもの学院
北海道本部・北海道講師会

交
通
遺
児
の
子
供
た
ち
を
応
援
す
る

新
し
い
制
度
が
ス
タ
ー
ト
！

交
通
事
故
で
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
失
っ
た

子
供
た
ち
に
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
方
々
が
応
援

し
て
い
る
こ
と
を
胸
に
、
未
来
に
向
か
っ
て
元
気

に
羽
ば
た
い
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
願

い
を
込
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
奨
学
金
制
度
に
加

え
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
し
く
み
と
し
て
「
お

見
舞
金
」
と
「
給
付
金
」
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
。
道
民
み
ん
な
で
「
交
通
安
全
の
輪
」
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
！

詳細は
こちらから⬇

交通遺児育英事業 ３つの応援

交通事故により父母等を失ってから
1年以内で、かつ父母等を失った日に
おいて18歳未満の方にお見舞金をお
渡しします。

お見舞金

交通遺児等で、乳幼児から中学生まで
の方に健やかな成長を応援する給付
金を支給します。（返還不要）

給 付 金

交通遺児等で、中学生から専修学校生
（専門課程）までの生徒・学生に、奨学
金として無利子貸付を行います。（7割
返還3割免除）

奨 学 金
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教
室
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
で

は
延
べ
47
団
体
・
約
3
，9
0
0
人
が
受
講

し
ま
し
た
。

実
施
内
容
と
し
て
は
、
幼
児
教
育
で
は

模
擬
信
号
機
な
ど
の
機
材
を
使
用
し
、
横

断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校
で

は
、
登
下
校
時
の
交
通
ル
ー
ル
や
正
し
い

自
転
車
の
乗
り
方
・
点
検
方
法
を
指
導

し
、
自
転
車
事
故
の
被
害
者
・
加
害
者
に

な
ら
な
い
よ
う
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い

ま
す
。
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
教
育
で

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
を
中
心
に
警
察
署

職
員
を
招
い
て
交
通
安
全
講
習
会
を
開
催

し
、
事
故
事
例
や
身
体
能
力
の
低
下
に
伴

う
自
動
車
の
運
転
リ
ス
ク
や
歩
行
時
の
注

意
点
に
つ
い
て
講
話
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

各
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
様
々
な
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

約
2
0
0
名
の
各
関
係
機
関
及
び
市
民
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、
交
通

安
全
意
識
の
向
上
や
、
地
域
に
根
ざ
し
た

交
通
安
全
運
動
の
推
進
を
改
め
て
誓
い
、

式
典
終
了
後
、
会
場
近
接
の
国
道
12
号
線

に
て
、「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
旗
の
波
」
啓

発
を
行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と
り
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
の
推
進

こ
の
よ
う
な
交
通
安
全
運
動
の
ほ
か
、

パ
ト
ラ
イ
ト
早
朝
巡
回
広
報
、
小
・
中
学

校
で
の
自
転
車
安
全
点
検
な
ど
様
々
な
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
通
年
事
業
と
し
て
開
催
し
て
い

る
交
通
安
全
教
育
に
お
い
て
は
、
交
通
安

全
対
策
専
門
の
職
員
が
幼
児
か
ら
高
齢
者

に
至
る
ま
で
、
年
齢
・
段
階
別
に
応
じ
た

岩
見
沢
市
は
、
北
海
道
空
知
地
方
の
南

部
、
石
狩
平
野
の
東
部
に
位
置
し
、
水
稲

を
中
心
と
し
た
農
業
が
基
幹
産
業
で
、
コ

メ
・
タ
マ
ネ
ギ
・
小
麦
な
ど
の
生
産
が
盛

ん
で
す
。
ま
た
、
空
知
地
方
に
お
け
る
行

政
・
産
業
・
教
育
文
化
な
ど
の
中
心
地
で

あ
り
、
札
幌
市
や
新
千
歳
空
港
か
ら
１
時

間
圏
内
で
、
道
内
ど
こ
へ
行
く
に
も
ア
ク

セ
ス
が
良
好
な
地
域
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
岩
見
沢
村
設
置
か
ら

1
4
0
年
、
市
制
施
行
か
ら
80
周
年
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
、
様
々
な
芸
術
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
業
を
行
う
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

節
目
の
年
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
北
海

道
教
育
大
学
岩
見
沢
校
と
の
協
働
に
よ
り

「
見
て
、
聴
い
て
、
動
く
。」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
取
組
み

岩
見
沢
市
の
交
通
安
全
啓
発
運
動
は
、

岩
見
沢
市
交
通
安
全
推
進
委
員
会
を
中
心

に
各
関
係
機
関
・
団
体
・
町
会
等
地
域
の

皆
様
と
相
互
に
連
携
を
図
り
、
交
通
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
４
期

40
日
の
期
別
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、「
新
入
学
児
童
交
通
事
故

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
お
い
て
、
市
内

14
か
所
あ
る
小
学
校
の
新
入
学
児
童
へ
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
や
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を

贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
小
学
校
に
直
接
赴

き
新
入
学
児
童
に
各
交
通
安
全
団
体
の
手

作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
等
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
手

渡
し
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
呼
び

か
け
を
し
て
い
ま
す
。

「
無
事
故
の
日
」
で
は
、
岩
見
沢
交
通
安

全
母
の
会
の
会
員
が
、
市
内
の
大
型
商
業

施
設
や
店
舗
の
前
で
チ
ラ
シ
・
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
布
し
、
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を

行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
毎
年
９
月
に
開
催
し
て
い
る

「
交
通
安
全
市
民
の
集
い
」
に
お
い
て
は
、

イヤホンが 危険を知らせる 音を消す 

岩
見
沢
市

（
空
知
総
合
振
興
局
）

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
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ぺだるこぐ ぼくのあいぼう へるめっと

交通安全推進員の声

着
任
の
ご
挨
拶

今
年
度
よ
り
胆
振
地

区
交
通
安
全
推
進
員
に

な
り
ま
し
た
上
野
で
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

日
頃
個
人
的
に
普
通

乗
用
車
を
運
転
し
て
お

り
ま
す
が
、
よ
く
見
か
け

る
の
が
、
ケ
ー
タ
イ
を
操

作
し
な
が
ら
の
ド
ラ
イ

バ
ー
、
交
差
点
付
近
・
合

流
地
点
付
近
で
の
ウ
ィ

ン
カ
ー
無
し
で
の
割
り

込
み
で
す
。

先
日
長
距
離
を
運
転

す
る
こ
と
に
な
り
、
合

流
地
点
手
前
で
前
方
に

ウ
ィ
ン
カ
ー
無
灯
火
で

急
に
走
行
車
線
に
入
ら

れ
、
急
ブ
レ
ー
キ
で
な
ん

と
か
追
突
事
故
に
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
怖

い
思
い
を
し
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
思
い
を

誰
も
し
な
い
た
め
に
、
一

人
一
人
の
交
通
安
全
へ

の
意
識
が
高
ま
る
様
に
、

交
通
事
故
防
止
の
啓
発

運
動
等
に
力
を
入
れ
た

い
で
す
。

こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
、

胆
振
地
区
交
通
安
全
推

進
協
議
会
に
交
通
安
全

推
進
員
と
し
て
勤
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
推
進
員
の
仕

事
は
、
す
ぐ
に
結
果
が
出

る
仕
事
で
は
な
く
、
日
々

コ
ツ
コ
ツ
と
一
人
一
人

に
伝
わ
る
様
、
励
む
と
教

わ
り
ま
し
た
。
交
通
事

故
を
少
し
で
も
無
く
す

た
め
推
進
員
の
仕
事
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い

で
す
。

交
通
安
全
推
進
員
と
し
て

4
月
か
ら
根
室
地
区

交
通
安
全
推
進
員
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
ま
す

川
上
と
申
し
ま
す
。
週

2
日
の
勤
務
と
い
う
こ

と
で
な
か
な
か
慣
れ
ま

せ
ん
が
勉
強
し
な
が
ら

一
つ
一
つ
覚
え
て
い
ま

す
。交

通
安
全
に
つ
い
て

は
自
身
も
車
を
運
転
す

る
の
で
安
全
運
転
を
心

掛
け
て
お
り
ま
す
が
、
4

月
か
ら
通
勤
で
歩
く
よ

う
に
な
り
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
い
な
い
人
も

多
い
と
感
じ
ま
し
た
。

信
号
が
青
に
な
り
横
断

歩
道
を
渡
っ
て
い
る
と

右
左
折
す
る
車
が
停
ま

ら
ず
歩
行
者
で
あ
る
私

が
停
ま
る
と
い
う
こ
と

が
よ
く
あ
り
、
青
で
も
安

全
に
は
渡
れ
な
い
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
事
故

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

に
運
転
者
・
歩
行
者
両
方

の
目
線
に
な
っ
て
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
と
い
う

こ
と
が
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
改
め
て
身
を

も
っ
て
気
付
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
推
進
員
と

い
う
仕
事
に
携
わ
っ
た

こ
と
で
、
見
聞
き
し
て
い

た
交
通
安
全
に
関
す
る

記
事
や
ニ
ュ
ー
ス
に
よ

り
一
層
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
交
通
安
全
に

対
す
る
自
身
の
意
識
が

高
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

ル
ー
ル
に
気
付
け
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

安
心
し
て
運
転
や
歩
行

で
き
、
1
件
で
も
事
故
を

減
ら
せ
る
よ
う
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

根室地区
交通安全推進員
川上　真紀

胆振地区
交通安全推進員

上野　真利子
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新篠津村交通安全推進委員会では、4月6日から14日の間に「新
入学(園)期の交通安全運動」として、小中学校の登校時間帯に合わ
せて街頭啓発を行いました。
また、4月13日には、小学校において交通安全教室が開催され、道
路標識をクイズ形式で解説したり、自動車の内輪差による事故を実
演し、危険性を学びました。

渡島地区�����������������������������������������������������������鹿部町

利尻富士町では、令和４年
９月１日「交通死亡事故ゼロ
2,000日」を達成しました。３
日には達成を記念して利尻
富士町交通安全大会が開催
され、開催に併せて稚内警察
署協力の下「白バイのデモン
ストレーション」や「パトカー
乗車体験」、町内保育所児が
警察官の制服を着て旗波作

戦を行う「ちびっこ警察官による特別啓発運動」が実施されました。
この大会を契機として交通安全の大切さを改めて認識し、町民一
人ひとりが人命尊重を基盤として、交通安全思想の高揚を図り、交
通事故死ゼロの記録が2,500日、3,000日と継続できるよう、また
交通安全運動がより一層強力に展開されるよう地域の連帯強化を
図っていきます。

５月10日、留萌合同庁舎駐車場で「るもい自転車ヘルメット広め
隊出発式」を開催しました。
当日は警察による自転車乗車中の注意事項の説明があり、留萌
交通安全少年団と市町村ゆるキャラによるヘルメット着用と交通
安全の宣言を行い、自転車を利用する留萌地域の小・中・高校生
と大人、計14名がパトカーや自衛隊車両と共に庁舎を出発し、自
転車乗車中のヘルメット着用を訴えました。

宗谷地区�����������������������������������������������������利尻富士町 留萌地区�����������������������������������������������������������留萌市

石狩地区��������������������������������������������������������新篠津村

鹿部町交通安全推進委員会では春の全国交通安全運動期間中、
交通安全指導員や各町内会交通安全部長等と共に、町内８ヶ所で
街頭啓発を行いました。
また、当町では、毎年秋の全国交通安全運動期間中に町民総ぐる
み交通安全旗の波運動を実施しており、町内全体で交通安全意識
の向上を図っております。


